
Title 詞林　第74号　編集後記／奥付

Author(s)

Citation 詞林. 2023, 74

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/93764

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKAOsaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



詞
林
　
第
七
十
四
号

　
二
〇
二
三
年
十
月
二
十
日
　
　
印
刷

　
二
〇
二
三
年
十
月
二
十
日
　
　
発
行

　
編
集
兼
発
行
者

　
　
　
　
大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会

　
　
　
　
大
阪
府
豊
中
市
待
兼
山
町
一
│
五

　
　
　
　
大
阪
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
文
学
・
日
本
語
史
学
研
究
室

　
　
　
　
代
表
者
　
滝
川
幸
司

　
　
　
　
電
　
話
　（
〇
六
）
六
八
五
〇
│
五
一
一
一

　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　（
〇
六
）
六
八
五
〇
│
五
一
一
一

　
　
　
　
振
　
替
　
〇
〇
九
七
〇
│
一
│
三
一
〇
三
六
五

　
　
　
　

Ｕ
Ｒ
Ｌ 

http://w
w

w
.let.osaka-u.ac.jp/jealit/

 
nihonbungaku/kodaichusei/index.htm

l

　
印
刷
　
亜
細
亜
印
刷
株
式
会
社

〒
560

-8532

　
　
　
編
集
後
記

▽『
詞
林
』
七
十
四
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
本
号
に
は
、
新
資
料

で
あ
る
『
竹
取
物
語
』
断
簡
の
紹
介
・
翻
刻
、
菅
原
文
時
『
北
宮
御

四
十
九
日
願
文
』
注
釈
、
春
曙
文
庫
蔵
『
源
氏
物
語
』
断
簡
の
解
説
・

翻
刻
を
収
録
い
た
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
論
考
も
、
今
後
の
研
究
の

基
礎
資
料
と
し
て
扱
っ
て
い
た
だ
け
る
機
会
に
恵
ま
れ
れ
ば
嬉
し
く

存
じ
ま
す
。

▽
対
面
に
て
研
究
会
や
学
会
が
開
催
さ
れ
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
本
研
究
会
は
し
ば
ら
く
、
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
た
形

態
を
継
続
予
定
で
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

▽
本
号
か
ら
、
編
集
の
担
当
は
飯
田
・
川
渕
に
代
わ
り
ま
し
た
。
至

ら
ぬ
点
も
多
々
あ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
編
集
部
で
は
皆
様
か
ら
の
ご
投
稿
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
教
示
・
ご
叱
正
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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